
 

 

 

 

 

 

 

第 1863 回例会  

平成 28 年 2 月 15 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 4Ｆ 

会員卓話 荻野 昭裕 君 
 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング    「それでこそロータリー」 

３．出席報告 

会員総数 48 名  出席者数 32 名 

  出席率 66.67 ％ 前回修正出席率 64.58 ％ 

 

４．会長スピーチ      会長 阪口 洋一 君 

皆さん今日は。一昨日から昨

日にかけて季節外れの気温の高

い日となり、また今週から真冬

に逆戻りするようです。体調管

理に十分ご留意ください。 

本日は、会員の荻野さんに卓

話をお願いしております。ご清

聴よろしくお願いいたします。

荻野さんには２年前の２月、小

椋さんが会長をされておられたときに「クイズ浄土真

宗」と言うお話をしていただいた記憶があります。荻

野さんよろしくお願いいたします。 

 ２月１０日の理事会の報告をさせていただきます。

先ず、報告事項として、１月６日の新春夫婦例会の費

用明細を前田委員長より説明がございました。ご出席

いただいた方は54名で、支払総額583,200円でした。

それから、未定であった 2 月 22 日の例会プログラム

の件ですが、ゲスト卓話として山名さんのお知り合い

で社会保険労務士の田部美穂さんをお迎えすること

になりました。 

次に協議事項として、４月４日の夜間例会は花見例

会とし神田屋さんで行うことになりました。時期的に

も良く満開の桜を見ることができそうです。 

 家族例会は 4 月 17 日(日)に決まりました。親睦委

員長の前田さんにお世話頂いており、京都などいくつ

かの候補があったのですが外国の観光客等の増加で 

 

 

 

予約や費用の面で難しい状況です。今年はＮＨＫの大

河ドラマ真田丸の開始に合わせてオープンした九度

山の真田ミュージアムと橋本界隈でお楽しみいただ

く計画をしております。多くの方のご参加お待ちして

おります。 

例年恒例の海南たんぽぽの会との交流会は 5 月 15

日(日)浜の宮海水浴場でカヌー体験に決定いたしま

した。社会奉仕委員会の皆様、花田さん、障害者カヌ

ー協会の方にお世話になります。皆様方のご協力お願

いします。 

 台湾の地震に対するお見舞いとして 300,000 円を

彰化東南ＲＣを通じて寄付することが決まりました

のでご了承お願いします。 

 最後になりますが、2 月 28 日の地区大会は和歌山

県民文化会館で開催され、当クラブから現在 11 名の

会員の方が出席の予定です。現地での駐車場の確保が

難しいと思われますので、海南商工会議所からタクシ

ーに分乗して行くことにいたしました。後日ご案内を

差し上げます。 

 

５．幹事報告         幹事 横出  廣 君 
 特にありません。 

 

６．会員卓話       会員卓話 荻野 昭裕 君 

○第２３回世界スカウトジャン

ボリー 

去年の平成 27年 7月 28いわく

(火)より 8月 8日(土)にかけて、

山口県山口市阿知須（あじす）

きらら浜で第２３回世界スカウ

トジャンボリーが開催されまし

た。規模はニュースでご存じの

方もおられると思いますが、大会参加人員・155 カ国

より 33,628 人、うち日本からは 6,651 人、外国から

は26,780人、世界スカウト機構と日本連盟事務局197

人。男女別は男性 21,181 人、女性 12,447 人。来場

者（参加者以外に）約 78,660 人が来場されました。 合

計 112,000 人で、一つの町が出現した様なものです。 

世界ジャンボリーが日本で開催されますのは実に

昭和 46 年第 13 回世界ジャンボリー以来 44 年ぶりの

ことです。第 23 回世界スカウトジャンボリーのテー

マは｢和(wa）： a Spirit of Unity」です。日本の持
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つ和の精神(a Spirit of Unity）と、「和」という漢

字の持つ｢調和｣や｢平和｣、「ハーモニー｣や｢協調性｣

を表しています。 

第 23 回世界スカウトジャン

ボリーは、世界中からのたくさ

んのスカウトの参加のもと、

様々な伝統と最新技術との融

合、平和への取り組み、環境や

防災などについて、体験しなが

ら学ぶことが出来る小さな世界となります。一生に一

度の大会の後には、世界中から集まったスカウトが世

界中のスカウトとの連帯感を胸に、それぞれの国へと

戻り、平和の使者となります。 

コンセプトは大会テーマである｢和(wa）：a Spirit  

of Unity」に３つ含まれます。 

(1)力：エナジー(Energy） 

  会場に集まる世界中のスカウトのエネルギー､

世界中に広がるスカウト運動のダイナミズム、積

極的に様々な課題に取り組むスカウトのアクティ

ブさを表しています。 

(2)革新：イノベーション(Innovation） 

ジャンボリーでの体験や、様々な文化や伝統、

物事の異なる見方を学ぶことで、新たなインスピ

レーションが生まれます。 

(3)調和：ハーモニー（Harmony） 

文化も宗教も生まれ育った環境も違うスカウト

が世界中から集まり、互いの違いを認め合い、協力

し合う、スカウトの平和の文化を表しています。 

これらのテーマとコンセプトに沿ってプログラム

が展開されました。 

たくさんあるプログラムの中で一つだけ紹介さ

せて頂きます。 

信仰奨励活動： Faith＆Beliefs 

信仰奨励ゾーンでは、スカウト達は自身の信仰を実

践することが出来ます。また、スカウト達が精神を安

定させ、ジャンボリーでの体験を振り返る手助けをし

ます。この ゾーンでは、様々な信仰のブースが設け

られます。他者の信仰やその信仰に基づいた慣習につ

いて学ぶことで、世界にある様々な問題に宗教的な側

面があることを学び、 それらの問題に対する広い視

野を養います。さらにスカウト達は宗教間対話(ダイ

アログ）を通して、宗教間の理解を深めます。これら

の活動を通して、メッセンジャーズ・オブ・ピースと

しての役割を再認識し、世界中から集まった生まれも

育ちも異なる仲間達との絆が生まれ、"ハーモニー"

が実現されます。 

最後に本願寺御門主のお言葉を添えさせて頂きま

す。 

「本日は、第 23 回世界スカウトジャンボリーにお

ける宗教儀礼にようこそご参加くださいました。70

年前の８月に、日本の広島と長崎に原子爆弾が投下さ

れ、そして、第二次世界大戦が終わりました。この戦

争によって、世界各地で多くの方が亡くなりました。 

皆さんは、このジャンボリー期間中広島で、平和に

ついて学ばれます。しかし戦争の悲惨さを学ぶだけで

は、平和にはなりません。第二次世界大戦が終わって

も、世界各地で戦争やテロが起こっています。それだ

けでなく、他者を侮辱し、傷つけ、権利を奪い取ると

いう、人の尊厳を傷つける行為は、世界各地でなくな

ることがありません。私たちは、自分自身の信仰を大

切にすると同時に、お互いの宗教を知り、尊重するこ

とによって、平和な社会の実現に向けて協力していく

ことが出来ます。ジャンボリー期間中、各国からの派

遣隊の方と交流を深めてください。そして、皆さんが

今住んでいる場所へ帰られてからは、まず、皆さんと

親しい人が平和に暮らせるように努力をしてくださ

い。努力しなければ、平和な社会を築くことは出来ま

せん。一人ひとりが努力することによって、必ずそれ

が大きな力になります。この宗教儀礼を、平和な社会

を築く第一歩といたしましょう｡」 

2015 年 8 月 2 日 

浄土真宗本願寺派門主 

ボーイスカウト日本連盟 

特別顧問 大 谷 光 淳 

７．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 1864 回 平成 28 年 2 月 22 日(月) 

海南商工会議所４F 12：30～ 

ゲスト卓話 社会保険労務士 田部 美穂 様 

 

 

 

荻野 昭裕 君 本日、卓話させて頂きます 
阪口 洋一 君 荻野さん、卓話宜しくお願いします。 
横出  廣 君              〃 
千賀 知起 君              〃 
中村 俊之 君 父親の 16 年目の命日です。 
岩井 克次 君 検診の結果、オール５でした。 
角谷 太基 君 娘がシアトルにいます。 
花畑 重靖 君 荻野さん、お世話になります。 
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